
富山駅路面電車南北接続開業記念

令和２年

2月22日 土  　 4月19日 日
開館時間 　　午前９時～午後５時（入館は午後４時30分まで）
観 覧 料 　　一般２１０円(１７０円)、高校生以下は無料
　　　　　　　　　　 ※(　 )内は、20名以上の団体料金

会期中の休館日　 3月10日(火)

【学芸員による展示解説会】
3月8日(日)、3月29日(日)、4月19日(日)　いずれも午後2時より
※予約不要、参加無料（ただし、観覧料が必要です）



■アクセス

ＪＲ富山駅から徒歩約10分
地鉄バス「城址公園前」下車　徒歩２分
市内電車「国際会議場前」下車　徒歩3分
富山空港より連絡バスで20分
北陸自動車道　富山ＩＣより車で約15分

■駐車場

当館には専用駐車場はありません。最寄りの有料駐車場をご利用ください。
最も近いのは城址公園地下駐車場です。

富山市が進めてきた路面電車の南北接続事業が完成し、いよいよ3月21日に南北直通運転が開始され

ます。在来線の高架化により、これまで富山駅を挟んで南北に分かれていた路面電車の線路がつなが

ります。さらに富山駅では、東西南北の自由通路が開通し、富山駅周辺のみならず富山市民全体のラ

イフスタイルの変化をもたらすと期待されています。

富山駅は米原から北陸線が延伸されたのにともない明治32年に仮駅で開業、41年に現在地に移転し

ました。その後、大正2年には北陸線が直江津まで全線開通し、以来、駅前には新たな市街地が形成さ

れ、県都富山市の玄関口として多くの人や物が行きかう場として賑わってきました。

本展では、100年以上におよぶ富山駅の歩みと、それに伴う駅南及び駅北の市街地の発展を中心に、

北陸本線から北陸新幹線、富山地方鉄道、市電などの鉄軌道網の結節点になったことなどを写真や地

図などを通じて紹介します。

展示室では、４００年以上の歴史を持つ富山城の歴史を、模型や映像も使いながら、分かりやすく
紹介しています。また、４階の天守展望台からは、昔の富山城の大きさが分かります。

西町の「キラリ」や新庄城跡からの発見されたものも展示しています。

会　期　令和２年２月２２日（土）～４月１９日（日）

　　　　　　休館日　３月１０日(火)

　　　　　　開館時間　９：００～１７：００（入館は16：30まで）

観覧料　大人２１０円(１７０円)　高校生以下は無料

※(　)内は20名以上の団体料金　　　　　　

※この料金で、常設展示もご覧いただけます。

学芸員による展示解説会

　３月８日（日）、３月２９日（日）、４月１９日（日）

　いずれも午後２時より

　予約不要、参加無料（ただし、入館料が必要です）

常設展　富山城ものがたり

明治時代後期の富山駅前 平成10年の富山駅前昭和30年の富山駅前

とやま


